




























池 田 宏 樹
Capitalism with the great landowner






The research with regard to the great landowner has brought forth a lot. However, it is the 1970`s after
that the research with regard to the investment activity to the enterprise by the great landowner went on.
The economic activities in the Industrial Revoletion period of the great landowner the existed in the west of
Hyogo Pref. in the manuscript are take up to the object. I announce the storage and sales situation of the rice
that were the economic base of a great landowner. The Harima district in the representative salt pans area
of Japan to succeed and announce the relation between the salt-making industry and great landowner. And
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取締役には堀 豊彦と堀 直左衛門、支配人に俣野 實
がなっていて、堀銀行と役員構成は変わっていない。こ
の貯蓄銀行は後に堀貯蓄銀行と改称し、明治36年11月に
赤穂郡坂越村の奥藤研造へ売却されている（６）。
さて、それでは堀銀行が堀家の経済活動に果たした役
割について見てみよう。
明治28年から大正７年までに堀家は20行の銀行と取引
を行い、それに支払った総額は82万5140円余であった。
その中で堀銀行と同貯蓄銀行が59万3768円余で、次ぎに
多かったのは５万8060円余の六十五銀行と２万4988円余
の九十四銀行であったが、堀銀行が全体の72％を占めて
いたのである。また同時期に11行の銀行から利子・株売
却益を受け取っており、その総額は13万3095円余であっ
たが、そのうち堀銀行からは８万4130円余で66％であり、
それに次ぐ九十四銀行12.4％、県農工銀行9.3％であって、
まさに堀銀行は機関銀行の役割を十分に果たしていた。
ところで堀 豊彦については「龍野醤油株式会社に関
わる一方で、醤油同様に揖保郡の物産であった素麺業の
振興にも貢献した。（略）その他に揖保郡下の醤油・素麺
をはじめとした小生産者への金融機関としての網干銀行
を設立した。また網干港を基点として網干駅～龍野駅間
の龍野電気鉄道敷設に関与した。政治的には自由党系で
あり、後年には改野耕造とともに兵庫県下政友会の「重
鎮」といわれ、明治31年に衆議院議員となった」と大き
く評価されている。一方、堀 謙治郎については「豊彦の
兄で、揖保郡の商人地主的有力資産家の一人（略）伊藤
長次郎と関係を有する存在であり、奥藤研造らと揖保郡
の特産品醤油の生産拡大をねらって、龍野醤油株式会社
を設立した」と紹介される程度で、産業革命期の様々な
経済活動や実弟豊彦との経済関係などは、必ずしも明ら
かではない（７）。
豊彦は網干銀行頭取、龍野電鉄社長を歴任し、明治27
年には県会議員、明治31年には小宅村村長そして同年８
月には衆議院議員と政治、経済に華々しい活躍をした経
歴の持ち主であったが、その陰では明治24年以来、大正5
年まで兄謙治郎が弟豊彦の経済的負担を肩代わりしてい
たのであり、その総額は８万2759円余に及んでいた。
まず明治27年の県会議員出馬では「1,200円、右者此度
県会議員之節、非常用ニ付合力致シ遣ス」とあり、明治
30年には「1,600円大阪二而非常ニ損有之候ニ付、合力ス」
と。また明治31年３月の第５回臨時総選挙では「衆議院
失敗之節」として700円を合力し、同年８月の第６回臨時
総選挙では見事に当選を果たすのであるが、この時は選
挙運動の諸費用として3,971円余を負担していたのであっ
た。明治34年に至り豊彦が「不如意ニ付、本人より1,000
円宛合力スル事」になり、同34年、35年に各1,000円を渡
し、同36年には505円を渡していた。さらに同年は豊彦の
「負債償却ノ為メ当方二而弁償金」の１万円を負担してい
たのである（８）。大正４年の負担は２万8082円余と巨額に
なっていたが、この中には同年３月に行われた第12回総
選挙にかかった費用3,200円も含まれていたのである。
堀 謙治郎は大正３年に編纂された『兵庫県人物列伝』
では「私立銀行を創立して、同地方金融界の便を図り、
これが経営に努めて今日の発展を見るに至らしめ、又同
地の特産龍野醤油が個人事業の姑息なるを慨し、同志数
氏と計りて龍野醤油会社を設立し、地方物産の振興を画
する等実業界に尽くすと共に（略）県農工銀行創立以来
監査役として枢要の地位を占めつつあり」と評し、また
兄弟の関係については「我国古来の家族制度の不合理的
なるに則るを宵しとせず、長幼何の差か有るべしとて、
其令弟豊彦君に対する情誼の厚きこと欽羨の種なるべく、
汎ゆる方面に於て歩行を揃えつつあり」とある。概して
この種の人物伝は誇張するきらいがあるが、こと謙治郎
に関しては評者の見方は当を得ていたと思われる（9）。
堀 謙治郎は兵庫県有数の巨大地主であると同時に、
産業資本家であり、また銀行資本家として地域経済の近
代化ばかりでなく、日本資本主義の発展に尽力してきた
人物であったことが知られるのである。
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注）
（1）『龍野市史』第３巻、1985年、69頁
（2）前掲堀家文書「万覚帳」（明治17年１月）
（3）前掲『龍野市史』73頁、蟠龍社の中心人物によって明治22
年に龍野銀行創設となる
（4）前掲堀家文書「網干銀行第１期営業報告書」（明治27年）
（5）前掲堀家文書「万覚帳」（明治29年１月）
（6）前掲堀家文書「小宅貯蓄銀行第1期営業報告書」（明治30年）
（7）前掲『姫路市史』第５巻、690頁
（8）前掲堀家文書「貸附諸事附込計算簿」（大正４年１月）
（9）山内清渓編『兵庫県人物列伝』、1914年、81頁
俣野 実は明治28年以来堀銀行に雇われていた者であるが、
明治45年に「同人義長々勤務致ニ付此度家屋建築致遣ス」
として1,212円余を支出しているが、当時は一般に退職手当
など習慣化していなかった時代であり、奇特な計らい
であったと云えよう。
６．おわりに
堀家が経済活動の基盤としていた米穀販売額が年間１
万5000円を超え出すのは日露戦争期以後のことであり、
明治45年には３万円を、そして大戦景気の大正７年では
４万3695円もあったのである。米代の収入は株式配当な
どに対して明治31年、同40年、大正６年を除いて上回っ
ており、堀家の経済活動の土台であった。米代や株式配
当・銀行利子などを含めた年間の所得高は大正４年では
１万4357円であった。株式投資では大正期に入ると電
灯・化学・石油へと20世紀を代表する産業へ向けられる
面もあった。しかし株式投資を開始した産業革命期から
大正期の大戦景気まで一貫して関わっていたのは生糸貿
易の神栄社、火災保険の横浜火災保険、兵庫県農工銀行
であり、そして自らが直接経営にあたってきた龍野醤油
と堀銀行であった。堀銀行は大正４年に「７万5000円銀
行ヨリ支配スル事ニ致ス」として日本勧業銀行から15か
年賦で７万5000円を借り受け、堀銀行への出資を４万円
から４万8000円に増やしていた（１）。
さて、大戦景気は我が国の経済に未曾有の好景気をも
たらしたのであったが、その反動による大正９年恐慌は、
これまたそれ以前とは比較にならぬ程の大きな景気後退
を引き起こしていた。堀家はこの恐慌を乗り切ることは
できたが、堀銀行は大正９年の合同手続きを簡易化した
銀行条例改正にもとづき、大正11年に資本金100万円の龍
野銀行と合併してしまう（２）。
第一次世界大戦を画期に日本資本主義が独占資本主義
段階に達すると、大地主の多くは①有価証券投資家の性
格を強める地主、②土地所有への依存を変えない地主、
③産業資本家地主の３類型に分けることが出来ると云わ
れている（３）。堀家がこの類型のいずれに該当するもので
あるかは今後に慎重に検討したいと思う。
大正14年の大日本農会による「50町歩以上ノ耕地ヲ所
有スル大地主ニ関スル調査」によれば、兵庫県には62の
個人と団体による大地主が存在しており、その中に「堀
真一（謙治郎の息子）水田49町８反歩、畑２反歩、合計
50町歩所有、小作人216名」とある。堀家は明治20年代前
半の耕地所有規模を大正期も維持していたのであった（４）。
大正期以降、堀家が日本資本主義の荒波をどのように
乗り切っていくかについては他日に検討することとした
い。
注）
（1）前掲堀家文書「貸附諸事附込計算簿」（大正４年１月）
（2）『揖保郡誌』1931年、205頁
（3）大石嘉一郎編著『近代日本における地主経営の展開』御茶
の水書房、1985年、706頁
（4）大日本農会「50町歩以上ノ耕地ヲ所有スル大地主ニ関スル
調査」（『日本農業発達史』７所収）
付記、
本稿作成にあたり堀　謙二氏に史料閲覧許可と御教示を
たまわり、またたつの市立龍野歴史文化資料館の方々に
は閲覧の便宜をいただいたことを記して深謝の意を表し
たい。
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